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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、1990年以降の民主化運動を経て2000年ころからは内戦状態とも言える過激な革命的動きのな
かで、王政から共和制へと激変したネパールにおいて、その運動の担い手であるActivist（以下、アクティ
ビスト）が、どのようにして活動家になったのかを、活動家の動機、ネットワークそして recruit ment
processes（リクルート・プロセス）の分析から明らかにすることを目的としている。
ネパールは南のインド国境から北の中国（チベット）国境まで8000メートルの高度差、東西は乾燥地帯
から湿潤照葉樹林帯までの大きな気候的多様性をもつ約70の民族からなる多民族国家である。狭く急峻な
国土のうえ農業以外の生産基盤がないため開発途上国中でも特に開発の遅れた世界最貧困に国連によって
指定されている。さらに長い独裁的な王政の結果、国内における貧富の格差、都市―農村間の経済格差も
きわめておおきい状態が長く続いてきた。つまり民族、宗教、地域性、気候の多様性に加えて、経済的な
格差を特徴とする。
1950年代から間歇的な民主化運動はあったものの、王政を倒すに至らなかったが、1990年からの運動は
大きなうねりとなり約15年間はさまざまなアクティビストが民主化のための運動を繰り広げる。1990年代
後半からはマオイストによる本格的な武力闘争もくわわって、2006年には王政が倒され、共和国が成立す
る。本論文は1990年以降、ネパール国内で運動を支えたアクティビストのリクルート・プロセスをその動
機の背景と、動機から行動への過程を支えるネットワークに焦点を据えて、この約15年間の運動を捉えた
ものである。
本論文では調査の可能性を考慮して、アクティビストを「堅固な最終目的を抱いている組織の少なくと
も一つに、意図的かつ自発的にフルタイムもしくはパートタイムで所属している人間」と操作的に定義し、
組織に属さない個人の活動家は調査対象からはずしている。
本論文では、2003年から2009年にかけてネパール（Kathmandu, Kaski, Dhanusa地域）で実施したフィー
ルドワークにおけるインタビュー（34人）、並行して2003年から2005年に実施した質問紙調査の集計（800
件）の分析結果（SPSSおよび Rによる）を主なデータとして、それらに加えて伝記、自叙伝、歴史文書
の分析を行うことを通して、アクティビストがどのようにしてリクルートされてきたかを分析する作業を
下記のようにすすめた。
第章「Introduction」では、現在のネパールの政治・社会状況を生み出してきたネパールの歴史・社
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会背景を概観し、論文の目的とその調査方法を記している（上述）。
第章「Literature review」ではアクティビズム、アクティビスト研究をおもに社会学における社会運
動論の文脈に位置づけて問題をより鮮明にすることを試みている。欧米における主要な研究動向をレ
ビューした上で、アクティビストの「リクルート」の背景とプロセスに関する先行研究を取り上げ、ネパー
ル社会におけるその応用可能性を検討している。
第章「The setting」ではネパールにおけるアクティビズムの歴史を記述した。ネパールの近現代史
における重要な政治的変動／変革を踏まえつつ、どの時期にどのようなアクティビズムがネパール社会に
おいて発生／成立したかを跡づけることによって、ネパール社会におけるアクティビズムの連続と断絶の
双方が明らかにされる。
第章「Individual motivation, role of agencies and recruitment mechanism」ではアクティビストの個
人的動機、リクルート・プロセスとそれにかかわる諸機関の役割とを明らかにする。長年にわたり収集さ
れたインタビューデータ等を用いることによって、多様な社会・政治状況のもとで各人がどのような社
会・文化的な境遇のなかで、どのような組織を介して動機づけられることによってアクティビストになっ
たのかが、詳細に描き出される。「自己アイデンティティ」「ジェンダー」「イデオロギー」「承認」「潜在
能力」「尊厳」といった分析視角から、各人がアクティビストになっていった過程が論じられる。
第章「Translation of motivation into diverse networking pattern」では、アクティビストの動機が如
何にその背景にあるネットワークとリクルートのプロセスに影響を与えているのかを、おもにインタ
ビューに基づくデータから分析している。リクルートのプロセスは、a)emotion，b) intimacy，c)
educational institute，d) family，e) identityの五つに分類される。
第章「Demographic dynamics of the activists」ではアクティビストの活動の種類，組織，経緯，家
族的背景などを記述統計によって明らかにしている。	割強のアクティビストは，複数の活動に関わって
いる。割弱のアクティビストは，学校や家族等を通して，かなり早い時期に政治的にリクルートされて
いる。
第
章「Comparison of differential recruitment across periodizations and regions」では、どのような動
機が活動の種類に影響を与えているのか，さらにはそれが年代や地域とどのような関係にあるのか、クロ
ス集計表と対応分析によって検証している。動機と活動の種類の間には明確な関係が観察される。また，
時期によって動機と活動の種類も変化していることがわかる。地域の違いは予想に反して有意な関係が見
られない。
そして最終章、第章「Summary, finding and conclusion」では、先行する各章での分析を通じて得ら
れた知見の概括と整理がなされるとともに、今後の研究課題に向けた展望が記されている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ミリゲンドラ・カルキ氏の論文の特色は、ネパール民主化運動において、民衆がどのような背景と動機
によってその民主化を担う活動に向かったのかを、70以上におよぶ民族、おおきな経済的格差と文化的差
異をもつ地域性、歴史的・政治的に形成されカーストによる社会的分節と排除など、極めておおきな多様
性を背景にもつネパールにおいて、しかもその激動期という調査の非常に困難な状況下で、大量、長期間
の調査による量的、質的なデータから分析を試みていることにある。そうした分析を通して、それまで
データ抜きで語られてきた民族やカースト、地域性などによる差異というこれまでの知見をデータと統計
分析によって確認するとともに、それらが必ずしも妥当しないことを社会運動論、政治社会学の視点から
実証的かつ批判的な分析を試み大きな成果をあげた独創的な論考である。
【T：】Edianserver/関西学院/博士学位論文/第50集/
Mrigendra Bahadur Karki  校
− 165 −
  Page 176 11/08/01 14:10
この論文の意義と貢献は、第一に大きなネパール共産党（毛派）による人民戦争や国王による全権掌握
といった激動期という調査の非常に困難な状況下で、かつ後述するようなネパールの研究状況のなかで、
ネパールの広い範囲を歩き回って粘り強く収集された「アクティビスト」についての長期間の調査による
質的、量的双方の面からの分析を通してアクティビストの生成、動員プロセスを実証的に解明した点にあ
る。
また第二は、社会運動論の知見等を踏まえたうえで、個々のアクティビストがどのようなネットワーク
のなかで、どのようなリクルートのプロセスを経て社会運動に従事するようになったかを、欧米由来の理
論的枠組みを援用しながらも、ネパール的特質に着目しながら明らかにした理論的貢献である。
そして第三は、質的研究中心のネパールにおける社会学人類学的研究をとりまく状況において、質的手
法と量的手法の双方を用いて「アクティビストのリクルート・プロセス」を社会学的に分析した方法論的
な貢献である。
以下、これら点について立ち入って見ておきたい。
ネパール社会についての学術的調査は、ごく最近まで文化人類学的・民族学的研究がその大部分を占め、
しかも非ヒンドゥー民族の「伝統的・非近代的」特徴の探求が偏重される傾向があった。民族運動の興隆
や人民戦争の激化によって変化があらわれ、人類学者も政治的なトピックを扱いはじめたが、限られた数
の人々の生活への参与観察と聞き取り調査という方法は変わらず、政治や社会運動のダイナミクスの理解
につながるような研究は少ない。運動のダイナミクスの解明を意図した優れた研究も存在するが、それら
の多くは単一の集団（「キランティ」や「タム」など)に的を絞ったものである。他方でマクロ社会学や政
治学的な紛争分析も行われているが、これらの分析では、実際に政治社会運動に参加し活動する個々人の
動機や履歴が体系的に論じられることはなかった。これらはネパール社会がヒンドゥ教を国教とする王政
専制支配のもとでの多民族・多宗教によって形成されることによる研究視点の定めにくさという点にも由
来するが、それ以上に研究自体が外国人による人類学・民族学的研究によって先導され、ネパール人研究
者の多くも欧米の研究を批判的に検討する研究環境が整っていないという研究状況がおおきく影響してき
た。
本論文ではこのような社会状況、研究状況のもとで、個々人の動機や動員の形態に着目しつつその調査
対象は丘陵部／平野部の双方、ヒンドゥー／非ヒンドゥー、高カースト／低カースト、男性／女性すべて
をカバーし、そこから質的なデータも援用しながら定量的な発見を試みている。またデータの分析・解釈
にあたって、社会学や政治学で流通している概念をアプリオリにあてはめるだけでなく、kuruti／ vikriti
（や paropkar）といったネパール語の用語を積極的に用いていることによって、ネパール現代の社会運動
の動員プロセスを解明した実証的な意義はおおきい。
本論文は、上述のようなネパールの研究状況において、欧米の理論モデルを用いながらも、ただ単にそ
れを非欧米社会（ネパール社会）の分析に当てはめるのではなく、ネパール社会の独自性を概念的に浮か
び上がらせようとする研究指向性をもって研究をすすめる。
具体的には、本論文が分析にあたって直接的に依拠している理論図式はマカダムの一連のアクティビス
ト研究である。なかでも、動機付け要因に媒介されて、異なる背景の人々がアクテイビストとしてリク
ルートされていくプロセスを示した図式と高コスト／低コストモデルの二つである。欧米からすれば「異
質な要素」を抱えるネパール社会におけるアクティビスト生成分析にあたっては、根本的に異なる理論図
式が必要になるのではないかという疑問に対して、マカダムの理論図式が根底では普遍的価値を有する理
論図式であることを証明し、理論図式の普遍性を確証する作業に成功している。
さらに本論文は集合行動論、ネットワーク理論や資源動員論にも示唆を受けながら、アクテイビストの
【T：】Edianserver/関西学院/博士学位論文/第50集/
Mrigendra Bahadur Karki  校
− 166 −
  Page 177 11/08/01 14:10
動員過程における資源やネットワーク、組織にも着目して、アクティビストのつのタイプを析出するこ
とにも成功している。
しかし、カルキ氏はそれに留まらずネパール的個別性に着目することでそれをこえようとする。本論文
では「アクティビスト」になるについて、つの動機上の因果的要因（ideology, socialization, resistance
against existence social evils（kuriti/vikriti）, social service, social awareness）があると指摘し、このうち
第二番目の「現行の社会悪に敵対する抵抗」の「社会悪」は、Kuriti（bad, decay, devaluation, immoral, sin,
inauspicious, improper, scarcity）と Vikriti（negativity, differences, adversity, maximum change or halt）
というこつの言葉によって表現されるとする。これらの言葉は現代的な課題を語るときに頻繁に使われる
ものであると同時に、南アジア文化の長い歴史に根差す多義的な言葉であり、これらの言葉の解釈のツー
ルとしての潜在力は大きい。この二つのネパール語が論文の全体にわたって再三もちいられる。
こうしたネパール独自の概念に着目しつつ、それとの関連でアクティビストたちがどのようなプロセス
を経て「活動家」になっていったのかを解明しようとする試みには、正義や公正（justice, fairness）に還
元してしまいがちな単なる欧米モデルの輸入／応用を越えて、非欧米社会を対象とした事例具体的な調査
研究を通じて、現時点では欧米モデルが主導的な役割を果たしている社会学の世界において新たな理論や
概念を発展させようとするものである。
カルキ氏が、欧米モデルだけではなくネパール独自の概念の重要性に着目することが可能であったの
は、もちろん、カルキ氏自身が高いネパール語的教養を持つ人物であるという事情によるが、さらにこれ
らの言葉をキータームとして論文を執筆するという決断の裏には、既存の英語の概念に安易に頼ることな
く、ネパール社会のなかで活動する人たちの意味世界を忠実に描こうとする、学問的な真撃さがあると考
える。
およそ、社会学的知識の前進にとっては、「個別的現象を普遍的に認識すること」の繰り返しが必要だ
と考えられる。その際、個別的現象から出発するか、普遍的認識の自律的前進から出発するかは問題では
ない。本論文はその作業を忠実に実践した結果、これまで欧米中心で語られ認識されてきた社会学の世界
観的認識枠組みの偏りを多少とも是正することを可能にした点は評価できる。
第三の意義は方法論的なものである。本論文は、社会運動やアクティビストに関する利用可能なデータ
がきわめて限られているネパール社会の状況のなかで、長年にわたる粘り強い調査研究を通じて多数の事
例に関する聞き取り調査等を実施し、豊かな質的データを収集することに成功した。さらにその質的デー
タを統計的な手法を用いて処理することによって、多角的な視座から人々が「どのようにして」アクティ
ビストになったのかを社会学的に描き出している。
ネパールでのこれまでの研究では、主として質的手法を用いた社会運動の研究はなされてきたが、量的
な方法を援用した社会運動／アクティビズムの研究はなされてこなかった経緯がある。こうしたネパール
における社会学的研究の現状に照らした時、同論文には先駆的研究としての大きな意義がある。
質的方法と量的方法の「併用」、「統合」、「協力」は多くの研究者がその必要性を認めてきたところであ
る。カルキ氏は聞き取り（質的方法）と質問紙調査（量的方法）の間を何度も往復してこの難事に挑戦し
てそれに成功した。
より詳細に述べれば以下のとおりである。調査票の設計自体は、運動参加の動機や運動の種類等を諸属
性項目とともにたずねる計量的な社会運動研究では典型的なものといえる。しかしながら、この論文が型
通りの計量的社会運動研究を凌駕している点は、インタビュー調査を併用して行っており，質的に深い洞
察に裏打ちされた分析ができているというところにある。たとえば，動機変数は当初項目（ideology,
book/literature, event, individual, family, rebel against existing social abnormalities）とその他項目で質問
されていた。ところが、800票のうち255票で「その他」の回答が観察された。そこでカルキ氏は、この動
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機項目を自由回答も含めて再構成する作業を行っている。まず、200数十の各回答を16に類型化し、さら
にその中間的概念をつの動機にまとめあげている。結果として出てきたのは、項目（ideology,
socialization, resistance against existence social evils（kuriti/vikriti), social service, social awareness）で
あった。
回答の類型化は、例えば他の変数(属性項目やその他の関連項目)と掛け合わせてクラスター分析等の多
変量解析で分類を行うこともできる。しかし本論文では、それまでのインタビューなどの質的調査の知見
にもとづいて各自由記述を解釈し項目を再構成している。これは質的調査と量的調査を併用して行った本
論文ならではの優れた分析となっている。
最後に本論文の課題を挙げておこう。まず、量的分析手法を用いて得られた結果や知見を踏まえて、ど
のようにしてアクティビストの社会学的分析に関するさらなる理論化や概念の精緻化が可能であるのかに
ついて、同論文は必ずしも明確に述べてない。量的／質的手法の組み合わせを通じて新たな理論構築を目
指すことは、今後の課題として残されている。さらに、ネパールにおける社会運動やアクティビストの分
析に際して、同論文は主として欧米における社会学の理論モデルを援用しながらも、ネパール社会／南ア
ジア社会の独自性を明らかにしようとする指向性を持っている。しかしながら、その試みはいまだ萌芽的
なものに留まっている。
量的分析を経て得られた知見（それはネパール社会の独自性を明らかにしうるものと期待される）を踏
まえたうえで、今後、activist の動員過程（リクルート・プロセス）に関する理論構築や概念検討がなさ
れることによって、非欧米社会における事例研究を通じて得られた知見と結果を通して欧米の理論モデル
を再検討する、という今日的な社会学に課された課題が果たされることが期待される。
以上見てきたように、本論文の実証的、理論的、方法論的意義と論文のオリジナリティーはネパール社
会研究、社会運動研究史に新しいページを開くとともにネパールの研究状況を変えていくおおきな貢献を
はたすものとして評価できる。
なお、本論文の審査は標記名の審査委員とともに、ネパール社会研究の専門的見地から藤倉達郎氏
（京都大学大学院アジア・アフリカ研究科准教授、ネパール政治社会学）とデビッド・ゲルナー氏（Social
Anthropology and Fellow of All Souls, University of Oxford教授、社会人類学・南アジア地域研究）に参
考意見をいただいた。また、2010年11月22日には関西学院大学においてミリゲンドラ・カルキ氏の公聴会
を実施し、論文内容を確認した。
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